
2015年3月期 第1四半期の決算概要について説明します。



はじめに決算ハイライトです。全社業績ですが、薬価公定価改定の影響を吸収し、増
増益 営 益 前 増 替 響 除 も収・増益となりました。営業利益は対前年同期比21％の増加、為替の影響を除いても

二桁増益を達成しました。

カンパニー毎では、心臓血管カンパニーにおいて、公定価改定の影響で国内は減収と
なりましたが、海外はカテーテルを中心に伸長、本年６月には、新しい薬剤溶出型冠動
脈ステント「アルチマスター」を予定通りに欧州から販売開始しました。この製品は自社
開発品な為、大きな収益改善を期待しています。

ホスピタルカンパニーでは、消費税増税前の駆け込み需要の反動減や薬価・公定価
改定の影響があるなか、基盤医療器の原価改善により利益率を維持しました。

血液システムカンパニーは、欧米を中心に引き続き厳しい市場環境でしたが、治療ア
フェレシス等の伸長により増収増益を確保しました。
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決算概要について説明します。第１四半期の期中平均レートは1ドル１０２円、1ユーロ

１４０円と、対前年同期比でドル３円、ユーロ１１円の円安となりました。この円安の効
果もあり、売上高は前年比３％増の１，１４９億円となりました。これには３２億円の為
替のプラスが含まれています。

粗利益率は、課題であったホスピタル事業の新製品の立ち上げ遅れによる生産性の
悪化が上向きに転じ、また円安による増益効果もあって、対前年同期比で１．５ポイン
ト改善しました。

一般管理費は前年比５％増でしたが、一方で開発費は１２％減となりました。これは昨
年度第１四半期に人工心臓ＤＨ２の開発費が含まれていたことによります。

この結果、営業利益は１６１億円、前期比２１％増の２桁増益となりました。 この営業利
益には１２億円の為替のプラスが含まれています。

経常利益は１２％増の１４４億円、純利益は前期の税負担額が一時的要因で低かった
ものが、今期は通常レベルに戻ったことにより、６％減の８４億円となりました。
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営業利益の増減分析です。

１４年度第1四半期実績には為替によるプラス、売上拡大に伴う粗利益増加、更に増産

効果・コストダウン、そして一般管理費・開発費の減少があり、薬価公定価・価格下落
の影響２０億円を吸収し、営業利益は２８億円増加の１６１億円となりました。
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地域毎の売上と伸長率を示したグラフです。カッコ内の％は為替影響を除いた伸長率
を示しています。

国内は、薬価公定価改定が影響し、前期比５％の減収となりました。

海外は、心臓血管カンパニーを中心に売上を伸ばし、前期比９％の増収となりました。
海外の為替影響を除いたベースでは前期比５％の伸長になりました。この結果、海外
売上比率は６２％となりました。

この第１四半期では中国の売上がマイナス３％となりました。これは、現地代理店網の
見直しの影響による一時的で要因であり、年間では１０％台半ばの売上伸長を予定し
ています。
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各カンパニーの売上高実績です。

海外売上比率の高い心臓血管カンパニーと血液システムカンパニーがそれぞれ９％、
４％の伸長となりました。なお、カッコ内の％は為替影響を除いた伸長率を表わしてい
ます。
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各カンパニーの利益の状況です。

のれんやＢＣＴ社買収時に発生した無形資産償却を除いた事業利益を示しています。

３カンパニーの中では、心臓血管カンパニーと血液システムカンパニーで増益、ホスピ
タルカンパニーで減益となりました。

それでは次に各カンパニーの状況について個別にご説明いたします。
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まず心臓血管カンパニーです。

売上高は５４５億円となり、国内の公定価改定の影響を受けたものの、海外で売り上げ
を伸ばし９％伸長、為替の影響を除き５％の伸長となりました。

事業利益は、１１４億円、２３％伸長、為替の影響を除き８％伸長です。事業利益率は
２ポイント改善しました。

先ず売上ですが、海外カテーテルの売上拡大、ニューロバスキュラー事業は新製品の
ステント、バルーンを軸にグローバルに、それぞれ２８億円、９億円の売上増となりまし
た。

利益面では、この第1四半期では、ＴＣＶＳ社の品質システム改善費用が前年同期比で
５億円の減少となりました。また、公定価改定の影響は１０億円でした。

トピックスとしては、冒頭の決算ハイライトでも触れましたが、新しい薬剤溶出型冠動脈
ステント「アルチマスター」を、予定通り欧州からローンチしました。
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次にホスピタルカンパニーです。

売上高は３８０億円となり、４％の減少となりました。

事業利益は、４６億円、４％のマイナス伸長、為替の影響を除き２％のマイナス伸長で
す。事業利益率は１２％と利益率を維持しました。

売上では消費税増税の反動減がポンプ、血糖計チップを中心に約５億円、国内プレ
ド ジ 事 ズフィルドシリンジ受託事業の受注期ズレで４億円です。

利益面では、薬価・公定価改定の影響が２億円、一方、基盤医療器の原価改善効果
が４億円となりました。

前期大きなマイナス要因となったサーフローＶ３ですが、今期は原価改善に向け順調
にフィリピン工場で生産を開始しました。
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次に血液システムカンパニーです。

売上高は２２４億円となり、４％伸長、為替の影響を除き１％の伸長。

事業利益は４２億円、３％の伸長、為替の影響を除き１％の伸長です。事業利益率は１
９％の利益率を維持しました。

売上は欧米での価格下落、国内では顧客のＩＴシステム変更による発注ズレなどのマ
イナス要因がありましたが、治療アフェレシスが海外で二桁成長し６億円増加、アジア・
中南米地域で成分採血装置を中心に５億円売上を拡大しました。

ベトナム工場が稼働に向けて７月に竣工いたしました。
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トピックです。この第１四半期にローンチした新製品は、ご覧いただいているスライドの
通りです。

自社開発品の薬剤溶出型ステント「アルチマスター」のほか、中期計画ではリストして
いなかった製品も含めて、予定通りローンチしております。
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第２四半期以降にも、これまでお見せしてきた予定の新製品に加え、ニューロバスキュ
ラー事業において、頸動脈ステントをローンチしていくなど、パイプラインの拡充を図る
ことで、更なる成長に向けて取り組んで参ります。

以上で、2015年3月期 第1四半期の決算概要の説明を終了致します。

ご清聴ありがとうございました。

12



13



14



15



16



17



18



19



20



21



22



23


